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新しい情報と変更された情報

ここでは、リリース別に、このマニュアル内の新しい情報と変更された情報、およびそれらの場所を示

します。

表 1 リリース 4.0(4)SV1(3) の新しい情報と変更された情報

機能 説明

変更されたリ

リース マニュアル内の場所

評価ライセンス 合計 16 個の評価ライセンスがソフト

ウェア イメージに含まれます。追加の

評価ライセンスを Cisco.com からダウ

ンロードし、個別にインストールでき

ます。Cisco Nexus 1000V ソフトウェ

アの評価ライセンスは 60 日間有効で

す。Cisco.com からダウンロードする

評価ライセンスの有効期間は異なる場

合があります。

4.0(4)SV1(3) 第 1 章「概要」

ライセンスの有効期間 show license usage package_name コマ

ンドの出力は、最も近いライセンスの

有効期限を表示するように更新されま

した。

4.0(4)SV1(3) 第 2 章「ライセンスのインストー

ルおよび設定」

表 2 リリース 4.0(4)SV1(2) の新機能と変更された機能

機能 説明

変更されたリ

リース マニュアル内の場所

評価ライセンス 評価ライセンスは、ソフトウェアのイ

ンストールまたはアップグレードの一

部として使用できます。独立した評価

ライセンス ファイルをインストールす

る必要はありません。

4.0(4)SV1(2) 第 1 章「概要」

ライセンスの統計情報 show license usage package_name コマ

ンドの出力は、VSM 上の使用可能、イ

ンストール済み、および使用中の評価

ライセンスと永久ライセンスの数を表

示するように更新されました。

4.0(4)SV1(2) 第 2 章「ライセンスのインストー

ルおよび設定」
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はじめに

このマニュアルでは、Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのライセンス供与と、ソフトウェア ライセン

スを VSM にインストールおよび設定する方法について説明します。

ここでは、『Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)』 の
対象読者、構成、表記法、およびマニュアルについて説明します。内容は次のとおりです。

• 「対象読者」（P.vii）

• 「マニュアルの構成」（P.vii）

• 「表記法」（P.viii）

• 「関連資料」（P.ix）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート」（P.x）

対象読者
このマニュアルの対象読者は、Cisco Nexus 1000V ソフトウェアを設定および維持する経験豊富なネッ

トワーク管理者です。

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は次のとおりです。

章およびタイトル 説明

第 1 章「概要」 Cisco Nexus 1000V のライセンス供与に関する概要を示

します。
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はじめに
表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されています。

ヒント 「問題解決に役立つ情報」です。

コマンドの説明では、次の表記法を使用しています。

出力例では、次の表記法を使用しています。

第 2 章「ライセンスのインストールおよ

び設定」

次の方法について説明します。

• ライセンス ファイルを入手し、VSM にインストー

ルする方法 
• VEM 間でライセンスを移動する方法

• VEM からライセンスを解除する方法 
• 一時ライセンスをイネーブルまたはディセーブルに

する方法

• ライセンスをアンインストールする方法

• ライセンスのシリアル番号（ホスト ID）を変更する

方法

第 3 章「ライセンス用語」 ライセンス用語を定義します。

章およびタイトル 説明

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。

[   ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒で区

切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。string の前後には引用符を使用しません。引用

符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

screen フォント スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screen 
フォントで示しています。

太字の screen フォント ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen フォ

ントで示しています。

イタリック体の screen フォント ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen フォン

トで示しています。
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はじめに
関連資料
次に示す Cisco Nexus 1000 の関連資料は、Cisco.com から入手できます。

一般情報

『Cisco Nexus 1000V Release Notes, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Compatibility Information, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1010 Management Software Release Notes, Release 4.0(4)SP1(1)』

インストール & アップグレード

『Cisco Nexus 1000V Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Software Upgrade Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Module Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1010 Virtual Services Appliance Installation Guide』

コンフィギュレーション

Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

『Cisco Nexus 1000V Getting Started Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』 

『Cisco Nexus 1000V High Availability and Redundancy Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Interface Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V  Layer 2 Switching Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Quality of Service Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Security Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V System Management Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1010 Software Configuration Guide, Release 4.0(4)SP1(1)』

プログラミング

『Cisco Nexus 1000V XML API User Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

< > パスワードのように、出力されない文字は、山カッコ（<>）
で囲んで示しています。

[ ] システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコ

で囲んで示しています。

!, # コードの先頭に感嘆符（!）またはナンバー記号（#）がある

場合には、コメント行であることを示します。

screen フォント スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screen 
フォントで示しています。
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はじめに
リファレンス

『Cisco Nexus 1000V Command Reference, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V MIB Quick Reference』

『Cisco Nexus 1010 Command Reference, Release 4.0(4)SP1(1)』

トラブルシューティング & アラート

『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Password Recovery Guide』

『Cisco NX-OS System Messages Reference』

ネットワーク解析モジュールのマニュアル

『Cisco Network Analysis Module Software Documentation Guide, 4.2』

『Cisco Nexus 1010 Network Analysis Module Installation and Configuration Note, 4.2』

『Cisco Network Analysis Module Command Reference Guide, 4.2』

『Cisco Network Analysis Module Virtual Blades User Guide, 4.2』

『Cisco Network Analysis Module Software Release Notes, 4.2』

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー ア
プリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできます。

RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
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C H A P T E R 1

概要

この章では、Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのライセンス供与について説明します。内容は次のとお

りです。

• 「ライセンスに関する情報」（P.1-1）

• 「ライセンスとハイ アベイラビリティ」（P.1-2）

• 「永久ライセンス」（P.1-2）

• 「評価ライセンス」（P.1-3）

• 「使用可能なライセンスのプール」（P.1-3）

• 「一時ライセンス」（P.1-4）

ライセンスに関する情報
Cisco Nexus 1000V ライセンスは、ソフトウェア ライセンスの Claim Certificate で E メールまたは書

面により送付されます。要求するライセンス数は、VEM 数と各 VEM 上の CPU ソケット数に応じて決

まります。1 つの CPU にあるコアの数には制限がありません。サーバのマザーボードには、最大 8 つ
の CPU を搭載できます。

図 1-1 に、Cisco Nexus 1000V の分散アーキテクチャを示します。各 VEM 上にインストールされた

サーバ CPU ごとに 1 つのライセンスが必要です。
1-1
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第 1 章      概要

ライセンスとハイ アベイラビリティ
図 1-1 Cisco Nexus 1000V の分散アーキテクチャ

ライセンスとハイ アベイラビリティ 
次に、ライセンス供与のハイ アベイラビリティについて説明します。

• ライセンスのインストールによって、他のプロセスが中断されることはありません。

• ライセンス ファイルは HA ペア内の両方の VSM で共有されます。

• システムにデュアル スーパーバイザが搭載されている場合、ライセンスが与えられたソフトウェ

アは両方のスーパーバイザ モジュールで動作し、フェールオーバー保護を提供します。

永久ライセンス
VEM CPU ソケットの固定数に対して、有効期間の制限がない永久ライセンスを購入できます。

あとで新しいソフトウェア リリースにアップグレードする場合、以前にインストールされているすべ

ての永久ライセンスは有効なままになります。

永久ライセンスを購入する場合、すべての VEM 内にインストールされているすべての CPU に適用で

きる十分なライセンスを要求するようにしてください。VEM へのライセンスの適用前に、VEM 内の

すべての CPU に適用できる十分なライセンスが用意されている必要があります。1 つの CPU 分足りな

い場合、その VEM にライセンスは適用されません。
1-2
Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21660-01-J



 

 第 1 章      概要 
評価ライセンス
（注） 特定の VEM 内のすべての CPU に適用するキャパシティがご使用のライセンスにない場合、その VEM 
に適用するはずだったライセンスは、必要に応じて使用される VSM 上の使用可能なライセンスのプー

ルに配置されます。VEM 内のすべての CPU に適用できる十分なライセンスが入手できるまで、その 
VEM にはライセンスが与えられません。

ライセンス パッケージの購入後、そのパッケージを VSM にインストールします。表 1-1 に、ライセン

ス パッケージのパッケージ名の例を示します。

詳細については、第 2 章「ライセンスのインストールおよび設定」を参照してください。

評価ライセンス
評価ライセンスは、永久ライセンスを購入するまでの一定期間中に Cisco Nexus 1000V を評価するた

めに使用します。

60 日間有効な評価ライセンスが Cisco Nexus 1000V ソフトウェアに含まれていますが、合意に基づく

期間中の他の評価ライセンスも Cisco.com から入手できます。

評価期間は、ソフトウェアをインストールするか、以前のソフトウェア リリースからアップグレード

したときに始まります。これらのライセンスは、VSM に永久ライセンスがインストールされていない

ときに使用できます。永久ライセンスをインストールすると、評価ライセンスは使用できなくなりま

す。

新しいソフトウェア リリースにアップグレードする場合、以前にインストールされている評価ライセ

ンスは無効になり、アップグレードされた Cisco Nexus 1000V ソフトウェアに含まれる 16 個の評価ラ

イセンスが VEM に適用されます。すべての VEM CPU ソケットに適用するための追加の評価ライセン

スが必要な場合は、Cisco.com から取得する必要があります。

永久ライセンスをインストールする前に評価期間が終了した場合、すべての VEM はライセンスされて

いない状態になります。

注意 サービスの中断：VEM がライセンスされていない場合、VEM の vEthernet インターフェイスは

サービスから削除され、それらのインターフェイスに仮想マシンから流れるトラフィックは廃棄さ

れます。このトラフィック フローは、VEM のライセンスを含む永久ライセンス ファイルを追加す

るまで再開されません。評価ライセンスの有効期間を把握するようにしてください。

使用可能なライセンスのプール
使用されていないライセンスがある場合、それらのライセンスは VSM の使用可能なライセンスのプー

ルに保存されます。特定の VEM 内のすべての CPU に適用するキャパシティがご使用のライセンスに

ない場合、その VEM に適用するはずだったライセンスはすべて、必要に応じて使用されるライセンス

表 1-1 ライセンス パッケージ

ライセンス パッケージ 説明 
NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG. Virtual Ethernet Module（VEM）
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一時ライセンス
のプールに配置されます。VEM が使用されなくなった場合、そのライセンスはプールに戻されます。

ライセンスをアンインストールする前に、まずすべてのライセンスを VEM からプールに戻す必要があ

ります。

ライセンスの再ネゴシエーション中、オフラインになっているライセンス供与された VEM がある場

合、そのライセンスは VSM ライセンス プールに戻されます。その VEM がオンラインに戻ると、

VSM から再度ライセンスを取得します。

次のイベントによって、VSM とその VEM との間のライセンスの再ネゴシエーションと同期がトリ

ガーされます。

• VSM システム クロックのクロック変更 

• HA スイッチオーバー 

• VSM のリロード 

• 新しいライセンス ファイルのインストール 

• 既存のライセンス ファイルのクリア 

ライセンスの再ネゴシエーション プロセス中に、オフラインになっている VEM の VSM プールにライセ

ンスが戻される場合、システム メッセージのアラートが表示されます。これはこのプロセスの一部であ

り、VEM がオンラインに戻るときにライセンスが返されるため、操作を実行する必要はありません。

一時ライセンス
一時ライセンス機能は、VEM がサービスから削除されると、使用されていないライセンスを自動的に

取得し、ライセンスを別の VEM で再使用できるように VSM ライセンス プールに追加します。この機

能をイネーブルにすると、VEM がサービスから削除されるたびに（自動または手動で）、ライセンス

は VSM ライセンス プールに戻されます。

これに対して、ライセンスが一時的でない場合、VEM は、サービスから削除されたときにライセンス

を解除しません。サービスに復帰すると、VEM はさらに中断することなく正常なアクティビティを再

開します。

一時ライセンス機能は、デフォルトではディセーブルです。つまり、VEM 内のライセンスは一時的で

ないため、VEM がサービスから削除されたときに解除されません。

注意 サービスの中断：一時ライセンスは接続の喪失時に VEM から削除され、接続が再開されたときに 
VEM に戻りません。一時ライセンスをディセーブル（デフォルト）にしておき、使用していない

ライセンスを移動することを推奨します（「ライセンスのライセンス プールへの移動」（P.2-8）の手

順を参照）。

詳細については、第 2 章「ライセンスのインストールおよび設定」を参照してください。
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C H A P T E R 2

ライセンスのインストールおよび設定 

この章では、ライセンスのインストールと設定を行う方法について説明します。内容は次のとおりです。

• 「ライセンスに関する情報」（P.2-1）

• 「注意事項および制約事項」（P.2-1）

• 「デフォルト設定」（P.2-2）

• 「ライセンスの入手とインストール」（P.2-2）

• 「ライセンスの移動」（P.2-6）

• 「ライセンスのアンインストール」（P.2-9）

• 「一時ライセンスの設定」（P.2-12）

• 「ライセンス設定の確認」（P.2-14）

• 「ライセンスのシリアル番号の変更」（P.2-14）

• 「ライセンスの機能履歴」（P.2-17）

ライセンスに関する情報
ライセンスの詳細については、第 1 章「概要」を参照してください。

注意事項および制約事項
永久ライセンスを設定する際は、次の注意事項および制約事項に従ってください。

• 永久ライセンス キー ファイルを変更すると、ファイルは無効になります。

• 永久ライセンスの購入時、ライセンス キー ファイルが E メールで送信されます。ライセンス キー

の使用は、ホスト ID デバイスでのみ許可されています。VSM ごとに別個のライセンス キー ファ

イルを入手する必要があります。

• 永久ライセンス ファイルには、VSM 用に発注した数のライセンスが含まれています。各 VEM で
の各 CPU に 1 つのライセンスが必要です。

• 1 つの VSM には、インストールされた VEM CPU の数に応じて複数の永久ライセンス ファイルを

含めることができます。
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デフォルト設定
• 永久ライセンス ファイルをインストール、アンインストール、またはコピーするには、ネット

ワーク管理者と同等のロールを持っている必要があります。ユーザ アカウントとロールの詳細に

ついては、『Cisco Nexus 1000V Security Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照して

ください。

• 同じ VSM に複数の永久ライセンスをインストールする（ライセンス スタックともいいます）場

合、各永久ライセンス キー ファイル名が一意である必要があります。

• VEM のすべての CPU のプール内に十分なライセンスがないかぎり、その VEM にライセンスを適

用できません。

• 使用中のライセンスは削除できません。ライセンス ファイルをアンインストールする前に、まず

すべてのライセンスを VEM から VSM ライセンス プールに移動する必要があります。

デフォルト設定
表 2-1 に、ライセンス設定のデフォルト設定を示します。

ライセンスの入手とインストール
ここでは、各 VSM で必要なライセンス ファイルを入手してインストールする方法について説明しま

す。

ここでは、次の内容について説明します。

• 「フロー チャート：ライセンスの入手とインストール」（P.2-3）

• 「ライセンス ファイルの入手」（P.2-3）

• 「VSM へのライセンス ファイルのインストール」（P.2-4）

• 「ライセンス設定の確認」（P.2-14）

始める前に

ここで説明する手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• ライセンス ファイルは、ホスト ID、または VSM デバイスに関連付けられたシリアル番号によっ

て、各 VSM に関連付けられています。

• ライセンス ファイルには、VSM 用に発注した数のライセンスが含まれています。各 VEM での各 
CPU に 1 つのライセンスが必要です。

• VSM には、インストールされた VEM CPU の数に応じて、複数のライセンス ファイルを含めるこ

とができます。

表 2-1 ライセンスのデフォルト

パラメータ デフォルト

ライセンス ファイル名 n1kv_license.lic 

一時ライセンス 無効

つまり、デフォルトでは、VEM がサービスから

削除されると、ライセンスは VSM プールに戻り

ません。
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ライセンスの入手とインストール
フロー チャート：ライセンスの入手とインストール

図 2-1 のフロー チャートを使用して、VSM にライセンスをインストールするプロセスを確認します。

手順が完了したら、フロー チャートに戻り、すべての手順を正しいシーケンスで行ったかどうか確認

します。

図 2-1 フロー チャート：ライセンスの入手とインストール 

ライセンス ファイルの入手 
次の手順に従って、VSM のライセンス ファイルを入手できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• ライセンス ファイルは、ホスト ID、または VSM デバイスに関連付けられたシリアル番号によっ

て、各 VSM に関連付けられています。

• Product Authorization Key（PAK; 製品認証キー）がソフトウェア ライセンスの Claim Certificate 
に含まれていることを確認します。

ソフトウェア ライセンスの Claim Certificate が見つからない場合は、シスコ テクニカル サポート

に連絡してください。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• この手順ではライセンス ファイルをコピーする必要があります。ユーザ名に、ファイルのコピー

が許可されたネットワーク管理者と同等のロールが付与されている必要があります。ユーザ アカ

ウントとロールの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Security Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

ライセンスの入手と

インストール

「VSM へのライセンス ファイルのインス

トール」（P.2-4）

終了

「ライセンス ファイルの入手」（P.2-3）
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 第 2 章      ライセンスのインストールおよび設定

ライセンスの入手とインストール
手順

ステップ 1 VSM のシリアル番号（ホスト ID とも呼ばれます）を入手します。

n1000v# show license host-id
License hostid: VDH=1280389551234985805

（注） ホスト ID には、等号（=）よりも後ろに表示されるものがすべて含まれます。この例では、ホ

スト ID は 1280389551234985805 です。ホスト ID はステップ 5 で必要になります。

ステップ 2 ソフトウェア ライセンスの Claim Certificate で PAK を見つけます。

PAK はステップ 5 で必要になります。

ステップ 3 ソフトウェア ダウンロード Web サイトに移動します。

ステップ 4 ソフトウェア ダウンロード Web サイトから、製品ライセンス登録 Web サイトに移動します。

ステップ 5 製品ライセンス登録 Web サイトで、VSM ライセンスを登録するための手順に従います。

ライセンス キー ファイルが E メールで送信されます。ライセンス キーの使用は、ホスト ID デバイス

でのみ許可されています。各 VSM に対して別個のライセンス キー ファイルを入手する必要がありま

す。

注意 ライセンス キー ファイルをユーザが変更した場合、そのファイルは無効となります。

ステップ 6 ライセンスを TFTP サーバに保存します。

ステップ 7 ライセンスを VSM のブートフラッシュにコピーします。

n1000v@ copy scp://user@linux-box.cisco.com/home/user/n1kv_license.lic bootflash: 
Enter vrf (If no input, current vrf 'default' is considered):
user@linux-box.cisco.com's password:
n1kv_license.lic                                   100%  252     0.3KB/s   00:00

n1000v@

VSM へのライセンス ファイルのインストール 
次の手順に従って、VSM にライセンス ファイルをインストールできます。複数のライセンスをインス

トールすることを、スタックといいます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• この手順では、license_file.lic という名前を使用して、ライセンス ファイルをインストールしま

す。必要に応じて別の名前を指定することもできます。

• 同じ VSM に複数のライセンスをインストールする（ライセンス スタックともいいます）場合は、

各ライセンス キー ファイル名が一意であることを確認します。

• VSM にインストールする（スタックする）追加のライセンス ファイルごとに、この手順を繰り返

します。
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• EXEC モードで CLI にログインします。

• ライセンスをインストールするには、ネットワーク管理者のロールと同等の権限を持っている必要

があります。ユーザ アカウントとロールの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Security 
Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の概要

1. install license bootflash: filename

2. show license file filename

3. show license usage package_name

4. copy running-config startup-config

手順の詳細

設定例

次に、ライセンス ファイルをインストールし、その内容と使用法を表示する方法の例を示します。

n1000v# install license bootflash:license_file.lic 
Installing license ..done 
n1000v# show license file license_file.lic
SERVER this_host ANY
VENDOR cisco
INCREMENT NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG cisco 1.0 permanent 10 \

コマンド 目的

ステップ 1 install license bootflash: filename 

例:
n1000v# install license 
bootflash:license_file.lic 
Installing license ..done 
n1000v#

アクティブな VSM コンソールからライセンスをイン

ストールします。

（注） ライセンス ファイル名を指定すると、ファイ

ルは指定された名前でインストールされます。

指定しない場合は、デフォルトのファイル名

が使用されます。

ライセンスが VSM にインストールされ、各 VEM は
すべての CPU ソケットのライセンスを自動的に取得

します。

ステップ 2 show license file filename 

例:
n1000v# show license file 
license_file.lic

VSM に設定されたライセンスを表示して、ライセン

スのインストールを確認します。

ステップ 3 show license usage package_name 

例:
n1000v#show license usage 
NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG

ライセンス使用状況テーブルにライセンスを表示し

て、ライセンスのインストールを確認します。

（注） VEM をすでにインストールしている場合、こ

のコマンドの出力では、インストールされた 
VEM およびソケットが表示されます。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プ コンフィギュレーションにコピーし、リブートと

再起動を行って、永久的に保存します。
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 第 2 章      ライセンスのインストールおよび設定

ライセンスの移動
        HOSTID=VDH=1575337335122974806 \
        NOTICE="<LicFileID>license_file.lic</LicFileID><LicLineID>0</LicLineID> \
        <PAK>PAK12345678</PAK>" SIGN=3AF5C2D26E1A
n1000v# show license usage NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG
--------------------------------------
Feature Usage Info
--------------------------------------
       Installed Licenses : 10
    Default Eval Licenses : 0
   Max Overdraft Licenses : 16
Installed Licenses in Use : 2
Overdraft Licenses in Use : 0
 Default Eval Lic in Use  : 0
       Licenses Available : 24
 Shortest Expiry          : Never
--------------------------------------
Application
--------------------------------------
VEM 3 - Socket 1
VEM 3 - Socket 2
--------------------------------------

ライセンスの移動 
次の手順に従って、VEM 間でライセンスを移動する、または VEM から VSM ライセンス プールに移

動することによってライセンスをアンインストールできます。

• 「VEM 間でのライセンスの移動」（P.2-6）

• 「ライセンスのライセンス プールへの移動」（P.2-8）

VEM 間でのライセンスの移動

次の手順に従って、たとえば VM を 1 つのホストから別のホストに移動したあとで、ライセンスを 1 
つの VEM から別の VEM に移動できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• ライセンスの移動元の VEM と、その VEM にあるライセンスの数を把握している必要がありま

す。

• ライセンスの移動先の VEM と、必要なライセンスの数を把握している必要があります。

• 移動先の VEM にインストールされている CPU の数を把握している必要があります。

• VEM のすべての CPU に必要な十分なライセンスがプールにない場合、その VEM にライセンスを

移動できません。

• ライセンスが 1 つの VEM から別の VEM に正常に移動されると、移動元の VEM の仮想イーサ

ネット インターフェイスはサービスから削除され、移動先の VEM の仮想イーサネット インター

フェイスがサービスに導入されます。

• これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Command Reference, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。
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ライセンスの移動
手順の概要

1. svs license transfer src-vem vem_no dst-vem vem_no

2. show license usage package_name

手順の詳細

例

次の例では、ライセンスを VEM 3 から VEM 5 に移動し、移動状態をライセンス使用状況で確認する

方法を示します。

n1000v# svs license transfer src-vem 3 dst-vem 5
n1000v(config)#
n1000v# show license usage NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG 
--------------------------------------
Feature Usage Info
--------------------------------------
       Installed Licenses :    10
            Eval Licenses :   0
   Max Overdraft Licenses :   16
Installed Licenses in Use :    4
Overdraft Licenses in Use :    0
     Eval Licenses in Use :    0
       Licenses Available : 22
--------------------------------------
Application
--------------------------------------
VEM 4 - Socket 1
VEM 4 - Socket 2
VEM 5 - Socket 1
VEM 5 - Socket 2
--------------------------------------

コマンド 目的

ステップ 1 svs license transfer src-vem vem_no 
dst-vem vem_no

例:
n1000v# svs license transfer src-vem 3 
dst-vem 5
n1000v(config)#

ライセンスを 1 つの VEM から別の VEM に移動し

ます。

ステップ 2 show license usage package_name 

例:
n1000v#show license usage

各 VEM で使用中のライセンスを表示して、移動を

確認します。
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ライセンスの移動
ライセンスのライセンス プールへの移動

次の手順に従って、たとえばライセンスを VEM から削除した場合に、ライセンスを VEM から VSM 
ライセンス プールに移動できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• ライセンスを VSM ライセンス プールに移動すると、VEM 上のすべての仮想イーサネット イン

ターフェイスはサービスから削除されます。

• これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Command Reference, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の概要

1. svs license transfer src-vem vem no license_pool

2. show license usage package_name

手順の詳細

例

次の例では、各 VEM で使用中のライセンスを表示する方法を示します。VEM 3 のライセンスが使用

されていないことに注目してください。

n1000v#show license usage NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG 
--------------------------------------
Feature Usage Info
--------------------------------------
       Installed Licenses :    10
            Eval Licenses :   0
   Max Overdraft Licenses :    16
Installed Licenses in Use :    2
Overdraft Licenses in Use :    0
     Eval Licenses in Use :    0
       Licenses Available : 24
--------------------------------------
Application
--------------------------------------

コマンド 目的

ステップ 1 svs license transfer src-vem vem_no 
license_pool

例:
n1000v# svs license transfer src-vem 3 
license_pool
n1000v(config)#

ライセンスを VEM からライセンス プールに移動し

ます。VEM 上のすべての仮想イーサネット イン

ターフェイスはサービスから削除されます。

ステップ 2 show license usage package_name 

例:
n1000v# show license usage

各 VEM で使用中のライセンスを表示して、移動を

確認します。
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VEM 4 - Socket 1
VEM 4 - Socket 2
--------------------------------------

ライセンスのアンインストール 
次の手順に従って、使用されていないライセンスをアンインストールできます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

注意 サービスの中断：ライセンス ファイルを VSM からアンインストールすると、VEM の vEthernet イ
ンターフェイスはサービスから削除され、それらのインターフェイスに仮想マシンから流れるトラ

フィックはドロップされます。このトラフィック フローは、VEM のライセンスを含む新しいライ

センス ファイルを追加するまで再開されません。ライセンスをアンインストールしており、それに

よって vEthernet インターフェイスがシャットダウンすることを、サーバ管理者に伝えることを推

奨します。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• 使用中のライセンスは削除できません。この手順には、ライセンス ファイルをアンインストール

する前に、すべてのライセンスを VEM から VSM ライセンス プールに移動するための説明が含ま

れます。

• ネットワーク管理者（network-admin）のロールを持つユーザのみがライセンスをアンインストー

ルできます。ユーザ アカウントおよびロールの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Security 
Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

• これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Command Reference, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の概要

1. copy running-config tftp://server/path/filename

2. show license brief

3. show license usage package_name

4. svs license transfer src-vem vem no license_pool

5. 各 VEM に対して 4. を繰り返します。

6. clear license license_name

7. copy running-config startup-config
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手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 copy running-config 
tftp://server/path/filename

例:
n1000v# copy running-config tftp:
n1000v(config)#

リモート サーバに VSM 実行コンフィギュレーション

をコピーします。

ステップ 2 show license brief 

例:
n1000v# show license brief
Enterprise.lic
n1000v# 

アンインストールするライセンス ファイルの名前を

識別します。

ステップ 3 show license usage package_name 

例:
n1000v# show license usage 
NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG
--------------------------------------
Feature Usage Info
--------------------------------------
       Installed Licenses :    10
            Eval Licenses :   0
   Max Overdraft Licenses :    16
Installed Licenses in Use :    4
Overdraft Licenses in Use :    0
     Eval Licenses in Use :    0
       Licenses Available :   22
--------------------------------------
Application
--------------------------------------
VEM 3 - Socket 1
VEM 3 - Socket 2
VEM 4 - Socket 1
VEM 4 - Socket 2
--------------------------------------
n1000v#

各 VEM で使用中のライセンスを表示して、ライセン

ス ファイルをアンインストールする前にそれらのラ

イセンスを VSM ライセンス プールに戻せるようにし

ます。

ステップ 4 svs license transfer src-vem vem_no 
license_pool 

例:
n1000v# svs license transfer src-vem 3 
license_pool 
n1000v# 

ライセンスを VEM から VSM ライセンス プールに移

動します。

ライセンスを VEM から移動すると、VEM の 
vEthernet インターフェイスがシャットダウンし、次

の syslog が生成されます。

PLATFORM-2-PFM_VEM_UNLICENSED
ステップ 5 使用中のすべてのライセンスが VSM ライセンス プールに移動されるまで、各 VEM に対してステッ

プ 4 を繰り返します。
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例

次の例では、使用されていないライセンスをアンインストールする方法を示します。この例では、アン

インストールするファイルは Enterprise.lic ファイルです。

n1000v# show license brief
Enterprise.lic
n1000v#
n1000v# show license usage NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG 
--------------------------------------
Feature Usage Info
--------------------------------------
       Installed Licenses :    10
            Eval Licenses :   0
   Max Overdraft Licenses :    16
Installed Licenses in Use :    4
Overdraft Licenses in Use :    0
     Eval Licenses in Use :    0
       Licenses Available :   22
--------------------------------------
Application
--------------------------------------
VEM 3 - Socket 1
VEM 3 - Socket 2
VEM 4 - Socket 1
VEM 4 - Socket 2
--------------------------------------
n1000v# svs license transfer src-vem 3 license_pool 
n1000v# clear license Enterprise.lic 
Clearing license Enterprise.lic:
SERVER this_host ANY
VENDOR cisco
Do you want to continue? (y/n) y
Clearing license ..done
n1000v(config)# copy running-config startup-config

ステップ 6 clear license license_name 

例:
n1000v# clear license Enterprise.lic 
Clearing license Enterprise.lic:
SERVER this_host ANY
VENDOR cisco
Do you want to continue? (y/n) y
Clearing license ..done

指定されたライセンス ファイルのアンインストール

を開始します。

この例では、Enterprise.lic ファイルがアンインストー

ルされます。

ステップ 7 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プ コンフィギュレーションにコピーし、リブートと

再起動を行って、永久的に保存します。

コマンド 目的
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一時ライセンスの設定 
ここでは、一時ライセンス機能のイネーブル化およびディセーブル化について説明します。内容は次の

とおりです。

• 「一時ライセンスのイネーブル化」（P.2-12）

• 「一時ライセンスのディセーブル化」（P.2-13）

一時ライセンスのイネーブル化 
この手順に従って、VEM がサービスから削除されたときに、そのライセンスが使用可能なライセンス

の VSM プールに戻されるように、一時ライセンスをイネーブルにすることができます。

（注） サービスの中断：一時ライセンスは接続の喪失時に VEM から削除され、接続が再開されたときに 
VEM に戻りません。一時ライセンスをディセーブルにしておき、使用していないライセンスを移動す

ることを推奨します（「ライセンスのライセンス プールへの移動」（P.2-8）を参照）。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• 一時ライセンスは、デフォルトではディセーブルです。つまり、デフォルトでは、VEM がサービ

スから削除されると、ライセンスは VSM プールに戻りません。

手順の概要

1. config t

2. svs license volatile

3. copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始し

ます。

ステップ 2 svs license volatile

例:
n1000v(config)# svs license volatile
n1000v(config)#

実行コンフィギュレーションで一時ライセンスをイ

ネーブルにします。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プ コンフィギュレーションにコピーし、リブートと

再起動を行って、永久的に保存します。
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一時ライセンスのディセーブル化 
この手順に従って、VEM がサービスから削除されたときに、そのライセンスが使用可能なライセンス

の VSM プールに戻されないように、一時ライセンスをディセーブルにすることができます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• 一時ライセンスは、デフォルトではディセーブルです。つまり、デフォルトでは、VEM がサービ

スから削除されると、ライセンスは VSM プールに戻りません。

• これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Command Reference, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の概要

1. config t

2. no svs license volatile

3. copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

CLI グローバル コンフィギュレーション モードを開

始します。

ステップ 2 no svs license volatile

例:
n1000v(config)# no svs license volatile
n1000v(config)#

実行コンフィギュレーションで一時ライセンスをディ

セーブルにします。

ステップ 3 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プ コンフィギュレーションにコピーし、リブートと

再起動を行って、永久的に保存します。
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ライセンス設定の確認 
ライセンス設定を確認するには、次のコマンドを使用します。

例 2-2 評価ライセンス 

n1000v# show license file eval.lic
SERVER this_host ANY
VENDOR cisco
INCREMENT NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG cisco 1.0 1-dec-2010 16 \

HOSTID=VDH=0871396331270074457 \
NOTICE="<LicFileID>eval.lic</LicFileID><LicLineID>0</LicLineID> \
<PAK>dummyPak</PAK>" SIGN=E08A38544DBE

例 2-3 永久ライセンス 

n1000v# show license file Enterprise.lic
SERVER this_host ANY
VENDOR cisco
INCREMENT NEXUS1000V_LAN_SERVICES_PKG cisco 1.0 permanent 16 \

HOSTID=VDH=0871396331270074457 \
NOTICE="<LicFileID>Enterprise.lic</LicFileID><LicLineID>0</LicLineID> \
<PAK>dummyPak</PAK>" SIGN=E08A38544DBE

ライセンスのシリアル番号の変更 
次の手順に従って、ライセンスと関連付けられたシリアル番号、またはホスト ID を変更できます。こ

の手順は、再ホストとも呼ばれ、ネットワーク内の VSM を新しい VSM で置換するときに必要になり

ます。

ここでは、次の内容について説明します。

• 「フロー チャート：ライセンスのシリアル番号の変更」（P.2-15）

• 「ライセンス ファイルの入手」（P.2-3）

• 「VSM へのライセンス ファイルのインストール」（P.2-4）

• 「ライセンス設定の確認」（P.2-14）

コマンド 目的

show license VSM のライセンス ファイル名を表示します。

show license brief VSM にインストールされたライセンスを表示します。

show license file filename VSM にインストールされているライセンス ファイル

の内容を表示します。この情報には、ライセンス ファ

イル名と評価ライセンスの有効期間が含まれます。

例 2-2（P.2-14）

例 2-3（P.2-14）
show license usage VEM で使用中のライセンスの総数を表示します。

show license usage package_name VSM 上の使用可能、インストール済み、および使用

中の評価ライセンスと永久ライセンスの数に関する統

計情報を表示します。
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始める前に

ここで説明する手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

注意 サービスの中断：VSM をネットワークから削除すると、VEM の vEthernet インターフェイスは

サービスから削除され、それらのインターフェイスに仮想マシンから流れるトラフィックは廃棄さ

れます。このトラフィック フローは、新しい VSM と、新しいホスト ID を含む新しいライセンス 
ファイルを追加するまで再開されません。

• 既存の VSM のホスト ID を含む、既存のライセンス ファイルのコピーがあります。

• ライセンス ファイルは、ホスト ID、または VSM デバイスに関連付けられたシリアル番号によっ

て、各 VSM に関連付けられています。

• ライセンス ファイルには、VSM 用に発注した数のライセンスが含まれています。各 VEM での各 
CPU に 1 つのライセンスが必要です。

• VSM には、インストールされた VEM CPU の数に応じて、複数のライセンス ファイルを含めるこ

とができます。

• 複数のライセンス ファイルを VSM にスタックしている場合は、ライセンス ファイルごとにこの

手順を繰り返します。

フロー チャート：ライセンスのシリアル番号の変更

図 2-2 のフロー チャートを使用して、既存のライセンスのシリアル番号（ホスト ID）を変更するため

に必要なプロセスを確認します。手順が完了したら、フロー チャートに戻り、すべての手順を正しい

シーケンスで行ったかどうか確認します。
2-15
Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21660-01-J



 

 第 2 章      ライセンスのインストールおよび設定

ライセンスのシリアル番号の変更
図 2-2 フロー チャート：ライセンスのシリアル番号の変更

再ホスト用のライセンス ファイルの入手 
古い VSM ホストが失われたか、破棄された場合、次の手順に従って、新しい VSM ホスト用のライセ

ンス ファイルを入手できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次のことを確認または実行しておく必要があります。

• ライセンス ファイルは、ホスト ID、または VSM シリアル番号によって各 VSM に関連付けられ

ています。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• ライセンス ファイルをコピーする必要があります。ユーザ名に、ファイルのコピーが許可された

ネットワーク管理者（network-admin）のロールが付与されている必要があります。ユーザ アカウ

ントとロールの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Security Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順

ステップ 1 新しい VSM のシリアル番号（ホスト ID とも呼ばれます）を入手します。

n1000v# show license host-id
License hostid: VDH=1280389551234985805

ライセンスのシリアル

番号の変更

「VSM へのライセンス ファイルのインス

トール」（P.2-4）

終了

「再ホスト用のライセンス ファイルの入

手」（P.2-16）

「ライセンス設定の確認」（P.2-14）
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（注） ホスト ID 番号は、等号（=）の後ろに表示されます。この例では、ホスト ID は 
1280389551234985805 です。ホスト ID はステップ 5 で必要になります。

ステップ 2 次の情報を E メールで licensing@cisco.com に送信し、新しいホスト ID に再ホストするライセンス 
ファイルを要求します。

• 新しいホスト ID 

• 古い VSM にある既存のライセンス ファイルのコピー

新しい VSM のホスト ID を含む新しいライセンス キー ファイルが、E メールで 48 時間以内に送信さ

れます。

（注） ライセンス キー ファイルを変更しないでください。ライセンス キー ファイルをユーザが変更した場

合、そのファイルは無効となります。

ステップ 3 ライセンスを TFTP サーバに保存します。

ステップ 4 ライセンスを VSM のブートフラッシュにコピーします。

n1000v@ copy scp://user@linux-box.cisco.com/home/user/n1kv_license.lic bootflash: 
Enter vrf (If no input, current vrf 'default' is considered):
user@linux-box.cisco.com's password:
n1kv_license.lic                                   100%  252     0.3KB/s   00:00
n1000v@ 

ライセンスの機能履歴
ここでは、ライセンス機能のリリース履歴を示します。

機能名 リリース 機能情報

評価ライセンス 4.0(4)SV1(3) 16 個の評価ライセンスがソフトウェア イメージに含まれ

ます。追加の評価ライセンスを Cisco.com からダウンロー

ドし、個別の評価ライセンス ファイルとしてインストール

することもできます。Cisco Nexus 1000V ソフトウェアの

評価ライセンスは 60 日間有効です。Cisco.com からダウ

ンロードする評価ライセンスの有効期間は異なる場合があ

ります。

評価ライセンス 4.0(4)SV1(2) 評価ライセンスは、ソフトウェアのインストールまたは

アップグレードの一部として使用できます。独立した評価

ライセンス ファイルをインストールする必要はありません。

show license usage package_name コマンド 4.0(4)SV1(2) show license usage filename コマンドの出力は、VSM 上の

使用可能、インストール済み、および使用中の評価ライセ

ンスと永久ライセンスの数に関する統計情報を表示するよ

うに更新されました。

ライセンス 4.0(4)SV1(1) この機能が追加されました。
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C H A P T E R 3

ライセンス用語 

表 3-1 で、Cisco Nexus 1000V のライセンス供与で使用される用語について説明します。

表 3-1 ライセンス用語

用語 定義 
評価ライセンス 一時的なライセンス。評価ライセンスは指定された日数の間有効であ

り、ホスト ID（デバイスのシリアル番号）に関連付けられています。

ホスト ID 各デバイスに特有の一意のシャーシ シリアル番号。

増分ライセンス 最初のライセンス ファイルに含まれていない追加 CPU ソケットの

ライセンス。ライセンス キーは追加できます。一部の CPU ソケッ

トを現在購入して、あとでさらにソケットを購入する場合、ライセ

ンス ファイルとソフトウェアは、指定されたデバイスのすべてのソ

ケットの合計を検出します。

ライセンスの強制 最初にライセンスを取得せずに機能が使用されるのを防ぐメカニズ

ム。

ライセンス キー ファイル システムにライセンス供与されている CPU ソケットの総数を示す

ファイル。各ファイルは一意に命名されており、個々の VSM に対

して固有です。ファイルには、改ざんおよび修正を防ぐためのデジ

タル署名が含まれています。ライセンス キーは製品を使用するため

に必要であり、指定されたタイム スパンで実行されます。

ライセンス対象アプリケーショ

ン

使用するのにライセンスを必要とするソフトウェア アプリケーショ

ンまたはコンポーネント。

ライセンス機能 ライセンス ファイル、ハードウェア オブジェクト、または適法契

約によって特定の機能を使用する権限。この権限は、ユーザの数、

インスタンスの数、タイム スパン、および実装されたデバイスに限

定されます。

ミッシング ライセンス ブートフラッシュが破損した場合、またはライセンスのインストール

後にスーパーバイザ モジュールを交換した場合、そのライセンスは

「missing」として示されます。この場合でも製品は機能しますが、で

きるだけ早くライセンスを再インストールする必要があります。

ノード ロック ライセンス デバイスの一意のホスト ID を使用した特定のデバイスのみで使用

できるライセンス。

永久ライセンス 期限が定められていないライセンスを、永久ライセンスといいます。
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Product Authorization Key
（PAK） 

ソフトウェア ライセンスの Claim Certificate で提供される一意の

コードで、このコードを使用して、ライセンス キーを入手できます。

Web サイトでこのキーを使用して、ライセンスに登録します。登録

後、ライセンス キー ファイルとインストールの説明が E メールで送

信されます。

再ホスト 異なるデバイス シリアル番号（ホスト ID）を反映するようにライ

センスを変更するプロセスです。ホスト ID は、VSM などのデバイ

スごとに一意です。

ソフトウェア ライセンスの 
Claim Certificate

1 つのデバイスでライセンス機能をここに記載されたとおりに使用

する権限を持つオーナーであることを認定する文書。この文書に

は、PAK が記載されています。

サポート シスコのサポートをシスコのリセラーからご購入された場合は、リ

セラーに直接お問い合わせください。サポートをシスコから直接ご

購入された場合は、シスコ テクニカル サポートにご連絡ください。

スタック 1 つの VSM に複数のライセンス ファイルを追加するプロセスです。

一時ライセンス この機能は、VEM がサービスから削除されると、使用されていな

いライセンスを自動的に取得し、ライセンスを別の VEM で再使用

できるように VSM ライセンス プールに追加します。

これに対して、ライセンスが一時的でない場合、VEM は、VSM と
のネットワーク接続が喪失している間、ライセンスを解除しませ

ん。接続が復旧すると、VEM はさらに中断することなく正常なア

クティビティを再開できます。

一時ライセンスは、デフォルトではディセーブルです。つまり、

VEM 内のライセンスは一時的でないため、VEM がサービスから削

除されたときに解除されません。

表 3-1 ライセンス用語 （続き）

用語 定義 
3-2
Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21660-01-J

http://www.cisco.com/en/US/support/tsd_cisco_worldwide_contacts.html 


 

Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフ

OL-21660-01-J
I N D E X
C

Claim Certificate、定義 3-2

I

install license bootflash コマンド 2-5

P

PAK

定義 3-2
入手 2-3, 2-16

S

show license brief コマンド 2-14
show license file コマンド 2-14
show license usage コマンド 2-14
show license コマンド 2-14
svs license transfer src-vem license_pool コマンド 2-8
svs license transfer src-vem コマンド 2-7
svs license volatile コマンド 2-12

V

VEM ライセンス、表示 2-14

あ

アンインストール、ライセンスの 2-9
い

一時ライセンス

イネーブル化 2-12
設定 2-12
定義 3-2
ディセーブル化 2-13

移動、ライセンスの

VEM 間 2-6
ライセンス プールへ 2-8

か

確認、ライセンスの 2-14
関連資料 ix

き

キー、製品認証 2-3, 2-16
機能、新機能および変更された機能（表） iii

こ

コマンド

clear license 2-11
install license bootflash 2-5
show license 2-14
show license brief 2-10, 2-14
show license file 2-5, 2-14
show license usage 2-5, 2-7, 2-8, 2-10, 2-14
svs license transfer src-vem 2-7
svs license transfer src-vem license_pool 2-8, 2-10
svs license volatile 2-12
IN-1
ィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)



 

Index
ブートフラッシュにコピー 2-4, 2-17

さ

再ホスト

定義 3-2
プロセス 2-14

し

シリアル番号、ライセンス内での変更 2-14

す

スタック

定義 3-2
手順 2-4

そ

増分ライセンス、定義 3-1
ソフトウェア ダウンロード Web サイト、リンク 2-4
ソフトウェア ライセンスの Claim Certificate

PAK を見つけるために使用 2-3, 2-16
定義 3-2

は

ハイ アベイラビリティ 1-2

ひ

評価ライセンス、定義 3-1

ふ

フロー チャート

ライセンスの入手とインストール 2-3
IN-2
Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド
へ

変更、VSM シリアル番号の 2-14

ほ

ホスト ID

定義 3-1
入手 2-3, 2-16

ホスト ID、ライセンス内での変更 2-14

ま

マニュアル

関連資料 viii
追加資料 ix

ら

ライセンス

用語 3-1
ライセンス キー

インストール 2-4
定義 3-1
入手 2-3, 2-16
 リリース 4.0(4)SV1(3)
OL-21660-01-J


	Cisco Nexus 1000V ライセンス コンフィギュレーション ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)
	新しい情報と変更された情報
	Contents
	はじめに
	概要
	ライセンスに関する情報
	ライセンスとハイ アベイラビリティ
	永久ライセンス
	評価ライセンス
	使用可能なライセンスのプール
	一時ライセンス

	ライセンスのインストールおよび設定
	ライセンスに関する情報
	注意事項および制約事項
	デフォルト設定
	ライセンスの入手とインストール
	フロー チャート：ライセンスの入手とインストール
	ライセンス ファイルの入手
	VSM へのライセンス ファイルのインストール
	設定例


	ライセンスの移動
	VEM 間でのライセンスの移動
	ライセンスのライセンス プールへの移動

	ライセンスのアンインストール
	一時ライセンスの設定
	一時ライセンスのイネーブル化
	一時ライセンスのディセーブル化

	ライセンス設定の確認
	ライセンスのシリアル番号の変更
	フロー チャート：ライセンスのシリアル番号の変更
	再ホスト用のライセンス ファイルの入手

	ライセンスの機能履歴

	ライセンス用語
	Index

